
3評価 下水

良好な水環境の創出

今後の取組
〇第８次漏水防止計画（平成
29(2017)年度～令和3(2021)年度）
に基づき、地下漏水調査を実施
〇令和元(2019)年度以降は、これ
まで市内２年で一巡していた漏水
調査について、漏水発生確率の高
い区画と低い区画で調査頻度を見
直し、漏水調査作業の効率性を向
上
〇漏水を未然に予防するために、
経年化が進行した配水管の更新と
新たな老朽給水管対策事業を計画
的に実施

Ⅲ-2-(1) 工水 下水

今後の取組
下水道普及率１００％に

向け、未普及解消を進める
とともに、未水洗化家屋の
解消を継続実施

平成30(2018)年度の取組結果

漏水調査の様子

快適な生活と良好な環境のため、未
普及地域や未水洗化家屋の解消を推進
し、現在、市内のほとんどの地域で下
水道を利用できるようになり、河川や
海域の水質が改善されているが、未水
洗化家屋には引き続き、戸別訪問や広
報活動により、水洗化を促進する。

取組概要

漏水を防止することにより、水資源を
有効活用するとともに、浄水処理エネル
ギー消費を抑制し、水源開発やエネル
ギー消費に伴う大気汚染物質による自然
環境への負荷が低減されるため、漏水防
止計画に基づく適切な地下漏水調査を実
施し、水道管からの漏水の早期発見に努
める。また、漏水の予防的対策のため
に、老朽配水管更新計画や老朽給水管更
新計画に基づき、計画的な更新を行う。

Ⅲ-2

進行管理の指標
下水道未普及地域の

解消と未水洗化家屋の
解消の継続実施

取組概要 進行管理の指標
老朽給水管の計画的

な更新を実施、老朽給
水管更新目標達成率を
向上させる。

平成30(2018)年度目
標
老朽給水管更新目標達
成率　100％

平成30(2018)年度の取組結果
○第8次漏水防止計画に基づき、漏水調査を実施
○配水量分析の結果、有効率は平成30(2018)年度
94.9％に向上（平成29(2017)年度94.7％）
○老朽配水管更新計画と老朽給水管更新計画に基づ
き、老朽管を更新
○老朽給水管更新達成率は、平成30(2018)年度
96.9％に向上し、概ね解消（平成29(2017)年度
93.8％）

評価 水道 3

下水道未普及地域の整備実施（登戸土地区画整理地区
ほか）
○平成30(2018)年度末の下水道普及率：99.5％
○平成30(2018)年度末の水洗化率：99.6％

水道

水道

工水 下水水資源の有効利用の推進

下水道未普及地域の解消及び水洗化の促進

Ⅲ-1-(3)

※BODとは、水の汚れを表す指標で、一般的
に数値が大きいほど水が汚れており、数値が
小さいほどきれいな水であるといえる。

※
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